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よりよい学校づくりを目指した 

計画的・組織的・継続的な校内研修の推進
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尐子高齢化の急速な進行やグローバル化の進展など、今日の広範な社会状況

の変化の中で、学校をめぐる多種多様な課題が生まれるとともに、学ぶべき内

容や学び方等についての社会的要請も大きく変化しています。学校現場に目を

向けると、学習指導や生徒指導等に手腕を振るってきた、いわゆる「ベテラン」

といわれる教職員が大量に退職する時期が到来しており、次代の教育を担って

いく若手教職員はもとより、ミドルリーダーの育成が急務となっています。 

 これらの課題に対応するために、個々の教職員が各学校の抱える課題を共有

し、学校組織として向かうべき方向性や見通しを明確にもち、よりよい学校づ

くりに向け確実に成果を上げる組織マネジメント力が求められています。つま

り、そのマネジメントサイクルの中にミドルリーダーの役割を明確に位置付け

るとともに、個々の教職員がこれまでの経験や知識を生かし、主体的・創造的

に取り組むことができる体制やシステムを構築することが求められているので

す。 

そこで、当教育センターは、各学校で実施されている校内研修が、より一層

研究主任等ミドルリーダーの企画運営力を生かし、計画的・組織的・継続的な

校内研修となることを願って『校内研修のてびき』を作成することにいたしま

した。本てびきは、県内の公立小学校、中学校、高等学校、特別支援学校それ

ぞれの児童生徒の発達段階や特性、校種の特殊性や専門性などを考慮し、校種

ごとに冊子にまとめています。また、今後の実践研究等の成果や課題を踏まえ、

内容を改訂していくことを前提に、本冊子を初版と位置付けています。 

校内研修は、子どもたちのよりよい成長のために行うものです。児童生徒に

とって日々の授業や指導が充実している学校、保護者や地域の方々にとって誇

りに思える学校、そして教職員にとって自らの専門性や人間性を磨き合い、高

め合える学校を目指した校内研修のさらなる活性化に向けて、本てびきを各学

校での具体的な実践の手がかりとして御活用いただければ幸いです。 

 

長崎県教育センター所長 篠﨑 信彦
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定義 

「教育は人なり」という言葉があ

ります。 

 時代がどんなに変わろうとも、子

どものよりよい成長に向けた熱い

情熱と使命感は、教職員として身に

付けておくべき大切な資質です。し

かし、実際に子どもたちの指導に当

たっては、それだけでは不十分で

す。広い教養や豊かな人間性、そし

て優れた専門性を兼ね備えていな

ければ、教職員として職責を遂行す

ることはできません。 

 「長崎県公立学校教職員研修体系

要綱」では、教職員がその職責を果

たすために、「人間性を磨くための

修養と専門性を高めるための研究

に日常的に取り組み、本県教育の充

実と発展のために、自らの資質能力

の向上に努めなければならない。」

としています。平成１８年に改正さ

れた教育基本法でもこの「研究と修

養」に係る条文が加えられました。

また、教育公務員特例法でも教職員

の研修に対する努力義務が明確に

１ 
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学校においては、個人の努力によ

る資質向上だけではなく、組織とし

ての全体的なレベルアップを図り、

子どものよりよい人格形成に向け

成果を出していかなければなりま

せん。校内において、これを実現す

るものが「校内研修」です。 

「長崎県公立学校教職員研修体

系要綱」では、校内研修において、

よりよい学校づくりに向けた校長

のリーダーシップ、計画的・組織

的・継続的に推進する体制づくり、

そして日常の教育実践と結び付い

た研修サイクルなどを求めていま

す。当教育センターもそれぞれの学

校の校内研修をさまざまな形で支

援していきます。（図 1 参照） 

示されています。 

教育は、人が人を育てるという敬

虔で崇高な営みです。また、そのこ

とを通して、自らの人間性や生き方

を磨き続ける営みでもあります。だ

からこそ、教職員の研修には「研究」

と「修養」の両側面が求められます。

「研究」とは、よく調べて真理を極

めることであり、教育の専門家とし

ての確かな力量につながります。

「修養」とは、精神を錬磨し、優れ

た人格の形成に努めることであり、

教え導く者としての人格的な基盤

となっていきます。 

したがって教職員は、このことを

今一度真剣に受け止め、あらゆる機

会や場をとらえて、絶えず研究と修

養に努めなければなりません。 

「長崎県公立学校教職員

研修体系要綱」(P5)におい

て、校内研修の目的や方法、

範囲などを説明しており、本

「てびき」においては、その

部分を「定義」として位置付

けることとした。 



- 6 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校内研修を広い意味でとらえる

と、その形態は様々です。例えば、

研修を行う集団の大きさや形式の

違いで、校内研修を分類しイメージ

化すると図２のようになります。 

図２の①～⑧の形態（点線枠内）

は、学校教育目標の実現のために、

何らかのテーマをもった意図的な

研修で、特に①～⑦は、フォーマル

なものとして企画され、予告のうえ

実施されます。小集団による研修

（ＳＧＡ）は、概ね図２の⑥～⑧の

形態（１点鎖線枠内）に相当します。

図２の⑨や⑩の形態（点線枠外）は、

日常の様々な課題の共有・相談とし

て、あまり研修と意識されずインフ

ォーマルなものとして実施される

ことが多いように見受けられます。 

同僚との協働による取組を通じ

て、その成果を共有し、最終的には

日々の教科等指導に生かすという

実践と研修の一体化サイクルには、

それぞれの研修形態が有機的に繋

がるような工夫が必要です。 

 

◇  ◆  ◇  ◆  ◇ 

 

「長崎県公立学校教職員研修体

系要綱」の中では、学校が主体とな

って行う「校内研修」の他、県教育

委員会が実施する研修など、各種の

研修が示されています。 

各学校においては、さまざまな教

職員研修をそれぞれ別個にとらえ

るのではなく、有機的なサイクルと

して相互に関連・補完し合うように

進めていくことが大切です。 

「校内研修」には、各種「校外研

修」を日常実践と繋ぐ役割も求めら

れています。 
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↑

大

小

↓

集

団

← フォーマル 形 式 インフォーマル →

① 研修会(外部講師)

② 研修会(内部講師)

③校内研究

④授業研究会

⑤事例研究会

⑥ 学年会･分掌会での研修

⑦ 教科会での研修

⑧学年･学科･分掌･教科等内の

小グループでの活動

*校内研究の中で、授業研究や小集

団での活動などを行う場合がある。

⑨ 教育に関する談義

⑩ 日常の相談･助言
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校内研修の内容や方法について

は、各学校で違います。それは、さ

まざまな要因で学校ごとに教育課

題が異なるからです。 

地域住民や保護者の願いや期待、

子どもたちの課題や更なる向上が

望まれる学力、さらに教職員自身の

指導力等に至るあらゆる教育課題

の中で、学校が直面している喫緊の

課題の重要度や優先度は異なりま

す。そのため、いずれの学校におい

ても、自校の抱える教育課題を適切

に判断し、これを全教職員で共有す

る必要があります。 

教育課題が同じ学校があったと

しても、校内研修の取組方はやはり

それぞれに特色が出るものです。ど

のような職員構成であるのか、これ

までの研究や対策の実績がどの程

度あるのか、子どもたちの実態から

どのような取組が優先されるべき

かなどといった、学校現場に即した

実践的研修が求められます。 

当教育センターにおいても、今日

的教育課題に対応するテーマ（内

容）についての研修を実施していま

すが、各学校が抱えるあらゆるテー

マに全て応えることは難しいこと

です。また、学校を離れての校外研

修に参加できる人数にも限りがあ

ることから、校外研修との有機的な

研修サイクルを図りつつ、各学校に

校内研修のねらいを、その必要性と意義から考えてみましょう。

２ 
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おける校内研修の充実を図る必要

があります。 

これら学校現場の教育課題に即

して行われる校内研修において、教

員の資質能力の向上に大きな役割

を担うのが、先輩教職員から若手教

職員への知識・技能等の伝承です。 

しかし、今後１０年間に、全国で

教員全体の３４％、実に２０万人弱

の教員が退職し、同時に経験の浅い

教員が大量に誕生することが予想

されています。本県においても、小

学校の年齢階層別教員数は、４０～

５４歳に集中しており、今後１０年

間に現在の教員全体の３５％、約

１，９００人が退職し、さらにその

後 １ ０ 年 間 で 現 状 の ４ ４ ％ 、 約 

２，４００人の教員が退職すること

が予測されています（図３参照）。

したがって、ベテラン教職員の優れ

た指導力等の伝承に力を入れるこ

とは、今まさに取り組むべき課題で

す。 

平成２４年８月に中央教育審議

会から出された「教職生活の全体を

通じた教員の資質能力の総合的な

向上方策について（答申）」（１０ペ

ージ参照）においても、校内で実践

的指導力やコミュニケーション力、

チームで対応する力を、ここ数年間

のうちに育成することのできる研

修体制確立の必要性が強く述べら

れています。 

年齢 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55歳以上 平均年齢 計（人）

男 30 146 268 530 576 541 326 164 42.2 2,581

女 65 216 321 609 708 716 386 131 41.6 3,152

長崎県 95 362 589 1139 1284 1257 712 295 41.9 5,733

年齢 20～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55歳以上 平均年齢 計（人）

男 15 75 140 250 509 562 540 330 45.8 2,421

女 54 138 186 312 606 694 688 336 45.0 3,014

長崎県 69 213 326 562 1115 1256 1228 666 45.4 5,435
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子どものよりよい成長のために

は、教育活動の充実が欠かせません。

そのためには、各学校が自校の現状

を十分に分析し、よさをさらに生か

したり、課題を改善したりするため

の取組が必要です。したがって、全

教職員が計画的・組織的・継続的に

校内研修に取り組むことは、校内研

修を学校の教育活動改善の原動力と

して、実効性のある取組に高めるた

めに大切なことです。 

また、校内研修を推進していくこ

とのねらいの一つに、「同僚性」の構

築があります。「同僚性」の構築過程

で、教職員間のコミュニケーション

が深まり、よりよい人間関係も構築

されます。そのような状況になれ

ば、学校教育目標の実現という目的

のもと、同僚と学校独自の課題を共

有し、その課題解決へ向けて、協働

した取組を行うことができるばか

りでなく、教職員個人としての力量

を向上させることも可能になりま

す。 

「長崎県公立学校教職員研修体

系要綱」では、校内研修を「組織力

と人間性を高める活動の基盤」と表

現しています。 
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ＰＤＣＡサイクルとは、 Plan(計

画 )、 Do(実 践 )、 Check(評 価 )、

Action(改善)というサイクルです。   

数年にわたる長期の取組はもち

ろん、短期間の取組においても、サ

イクルとして取り組むことが有効

です。ここでは、「校内研究」を念

頭に置いて説明しますが、ＰＤＣＡ

サ イ ク ル の 全 体 像 は 校 内 研 修 の

様々な形態においても同様です。８

ページの校内研修のねらいのとこ

ろで述べたとおり、学校ごとに教育

課題が異なることから、学校現場に

即したマネジメントにするために、

サ イ ク ル の 初 年 度 に お い て は 、

Plan( 計 画 ) の 前 段 階 と し て 、

Research(調査・分析)、Vision（構

想：育てたい子ども像や高めたい学

校像）を共有する必要があります。

図４にその全体像を示します。 

また、次ページの図５ではサイク

ル初年度における校内研修の進め

方を例示しました。

３ 

Research (調査・分析)

Vision (構想)

P lan (計画)

Do (実践)

Check (評価)

Action (改善)

（１）これまでの自己の教育実践を踏まえて、勤務校の現状をよ

く観察・分析し、課題を発見する。

（２）勤務校の強みを生かしながら、１年後～数年後を見通した

学校経営構想（グランドデザイン）を全教職員で共有する。

（３）研修のねらいを明確化し、テーマ（方向性）をもって、計

画を立てる。

（４）計画に沿って、実践する。

（５）実践の結果、どのような変容が見られたかを評価する。

（６）（５）を踏まえて、研修内容・手法などの改善を検討する。
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Research  

Vision (構想) 

Plan (計画) 

Do (実践) 

Check (評価) 

Action (改善) 

〇　現状把握と
　 　課題の焦点化

・勤務校の強み（特色や成果を上げている取組）

や弱み（子どもや教師等が抱えている課題）を把

握し、取組の優先度を見極める。

〇　ビジョン共有
・学校経営方針を踏まえ、全職員で育てたい子ど

も像や高めたい学校像などを共有する。

〇　研究組織の編成
・ミドルリーダーを中心としたＳＧＡによって、効果

的に研修が進められるよう研究組織を編成する。

〇　研究テーマ設定
　　（研究仮説設定）

・学校経営方針を踏まえ、達成可能で成果が実感

できるような研究テーマとなるよう研究推進委員会

などで協議する。

〇　年間計画立案
・研究主任を中心に各組織のリーダーと相談をし

ながら授業研究や全体研修、各種評価や報告会

等の日程を調整し、学校暦に位置付ける。

・授業研究や課題研修（特別支援教育など、学校

が直面する課題をテーマとした研修）の実践場面

ではＳＧＡを効果的に活用し、研修時間を確保す

るとともに、一人一人が主体的に研修できるよう配

慮する。

評価

（　Ｃ　）
〇　評価の実施

・各ＳＧＡからの報告や発表会で成果と課題を共

有する。また、学校評価等にも連動させ、検証の

指標を明確にして客観性・信憑性を高める。

改善

（　Ａ　）
〇　改善策の検討

・研修の成果と課題を整理し、次年度に向けた方

向性の修正やアクションプランの検討を行う。

・学校経営方針に基づく校内研修にかかる重点努

力事項や方策等を全職員で共有する。

4月

実践

（　Ｄ　）

5月

↓

12月

1月

↓

3月

1月

↓

3月

調査・分析、

構想

（　Ｒ　Ｖ　）

計画

（　Ｐ　）

〇　学校経営方針等
　　 の共有

S

G

A

授業研究

課題研修①

指導法確立の授業

成果検証の授業

課題研修

‥
‥

授業像提案の授業 研
究
推
進
委
員
会

‥

Ｃ

Ｐ
Ｄ

Ａ

Ｃ

Ｐ
Ｄ

Ａ
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現状 
年間を通じた研修テーマの設定

全職員が参加する校内研修会で実施した研修方法（複数回答可） 

【 】全職員が参加する校内研修 

取扱い内容  

研修テーマの対象分野

テーマ設定の理由 学校数 回答割合

研究指定の趣旨をいかすため 40 12.6%
学校の教育目標を達成するため 222 69.8%
教職員の資質能力の向上を図るため 41 12.9%
その他 15 4.7%

研修テーマ設定の理由 

４ 

当教育センターでは、平成 

２４年２月、県内の公立小学校

等における校内研修の実態を

調査するためアンケート（以下

「校内研修アンケート」と記

す）を実施し、各学校の管理職

に回答していただきました（小

学校回答率８６.８％）。それに

よると、全体の９８ .４％とほ

とんどの学校が年間を通じて

継続的に研修をしていくテー

マを設定し（図６参照）、学校

全体で校内研修に取り組んで

いることが分かりました。設定

テーマとして最も多かった回

答は「教科指導」の２７９校 

（８８.０％）で、二番目の「道

徳教育」と、大きな開きがあり

ます（図７参照）。テーマ設定

の理由としては、「学校の教育

目標を達成するため」と回答し

た学校が最も多く、６９ .８％

でした（表１参照）。 

一方、全職員が参加する校内

研修会で取り扱った内容（研修

テーマを設定している学校に

おいては、それ以外のもの）と

し て 、 最 も 多 か っ た 回 答 は 

「特別支援教育」の１８２校 

（５６.５％）でした。次いで、

「倫理服務規律」、「教科・学習

指導」（「教えて考えさせる授

業」に関する内容）、「教育課程

の編成」「教科・学習指導」（「教
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校内研修に係る組織化（複数回答可）

研究協議の実施方法 学校数 回答割合

できるだけ、全体会を行うようにしている 250 77.6%

教科会を中心として協議を行っている 2 0.6%

学年を中心として協議を行っている 17 5.3%

部を中心として協議を行っている 20 6.2%

研究授業の参加者を中心として協議を行っている 25 7.8%

その他 8 2.5%

１年間の研究授業の実施回数

【 】研究授業後の研究協議の実施方法 

えて考えさせる授業」以外の教科・

学 習 指 導 ） の 順 と な っ て い ま す 

（図８参照）。 

このような全職員参加での校内研

修会実施スタイルとしては、校外研

修の報告会が２７０校（８３.９％）

と最も多く、次いで外部講師による

講義等、事例研究法、ワークショッ

プ型の授業研究会、模擬授業となっ

ており、多様な研修方法で実施され

ていることが分かります（図９参

照）。 

校内研修を推進している組織とし

ては、「部を単位とした組織で取り組

んでいる」が１２８校（３９.８％）

と最も多くなりました（図１０参

照）。部による活動については、低学

年部や高学年部のようなＳＧＡ、分

掌によるＳＧＡなどが考えられま

す。 

研究授業の年間回数として、最も

回 答 が 多 い の は 、 ６ 回 で ５ ７ 校 

（１９.１％）でした（図１１参照）。

この回数は、一学年一学級の単式の

小規模校では、研究授業を全担任が

実施したと捉えることもできます。

一学年二学級以上の学校では、学年

の代表授業を行ったと捉えることも

できます。全体的に見ると、研究授

業の実施回数は、学校間で開きがあ

ると言えます。研究授業の研究協議

の実施方法として、最も多いのは、

「できるだけ、全体会を行うように

している」で２５０校（７７.６％）

でした（表２参照）。研究授業の成果

と課題を教職員全体で共有しようと

していることがうかがえます。 

学校の状況によって、研究協議の

時間確保が難しい場合は、全体会と

部会を効果的に使い分け、限られた

時間内で十分な協議時間を確保する

工夫が求められます。 
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課題 

５ 

当教育センターが実施した「校内

研修アンケート」では、自校の校内

研修実施状況について自己評価し

ていただく項目を設定しました。そ

の中で、肯定的な回答が多かったの

は、「共通認識」「意欲的な取組」「組

織の有効性」等です（図１２参照）。 

まず、「校内研修の取組は、教職

員の共通認識のもと進められてい

る」という設問に対しては、肯定的

な回答が全体の９６．９％と非常に

高い割合を占めました。特に「とて

もそう思う」は、全体の半数近くに

及んでいます。次に「校内研修に対

して、教職員は意欲的に取り組んで

いる」という設問に対しては、肯定

的な回答が全体の９６．６％を占め

ました。そして、「校内研修のテー

マや年間計画に基づき、校内の組織

は有効に機能している」という設問

に対しても、肯定的な回答が全体の

９６．６％を占めました。 

各学校では、全職員の共通理解の

もとに校内研修を進めることを基

本とし、その運営においては、小集

団（チーム）に分けて進めたり、指

導案検討や模擬授業を行って、提案

性のある公開授業を実施したりと

様々な工夫を行っています。研修推

進委員会や研修部などの推進組織

を中心に、全体会や部会を機能的、

効果的に組み合わせて校内研修を

進めている結果だと考えられ、結果

として、教職員の研修を進めようと

いう意欲の高まりにつながってい

ると考えられます。 

 

◇  ◆  ◇  ◆  ◇ 

 

否定的な回答が１５％以上あっ

たのは、「必要な資料の収集」「研修

時間の確保」「研究授業や授業研究

会の時間確保」です。 

まず、「校内研修に必要な資料等

を入手できている」という設問で

は、「あまりそう思わない」と答え
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と教育現場に求められる中、研究を

推進する上での拠り所となる資料

の収集について小学校の約２割が

課題ととらえていることから、関係

教育機関は、資料の紹介、資料の入

手方法の案内など、学校支援に関し

て、これまで以上に力を入れる必要

があると考えられます。 

また、各学校においては、研修を

設定する時間や研究授業参観のた

めの時間を確保するなど、校内研修

を行う環境をより一層整える工夫

も必要となっています。 

 

た学校の割合が１９．６％と約２割

ありました。次に、「校内研修を実

施するための時間は確保できてい

る」という設問では、「あまりそう

思わない」「全くそう思わない」と

答えた学校の割合が１８．６％でし

た。そして、「研究授業・授業研究

会 を 実 施 す る た め の 時 間 は 確 

保できている」という設問では、  

「あまりそう思わない」「全くそう

思わない」と答えた学校の割合が  

１５．２％でした。 

新たな教育課題への対応が次々
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RV 

校内研修の課題として教職員か

らら研究主任に寄せられる声には、次

よのようなものがあります。 

「いつの間にか研究のテーマや

仮説が決まっていた。」「校内研修の

内容や進め方について、他の教職員

がどのようなことを考えているの

かもっと知りたい。」「研究の方向性

やゴールが見えないまま研究授業

をしている気がする。」  

これらの声が上がる要因には、校

内研修の内容や進め方に対して、教

職員から理解と納得が十分に得ら

れていないことが考えられます。 

したがって、校内研修の推進役で

ある研究主任は、実際に研修をスタ

ートさせる前に教職員から意見を

引き出して集約し、類型化すること

で、意見の内容や傾向を明らかにす

ることが大切です。また、どのよう

な手順や方策で学校改善を図ろう

としているのか、しっかりと方向性

を示す必要があります。同時に一人

一人の教職員の思いや経験の違い、

価値観や意欲のばらつきを埋めて

いき、組織での研修となるように調

整していくことが重要なことです。 

 研究主任には、学校の課題や教職

員の意識を「つかむ」、教職員同士

を「つなげる」、組織の研修として  

「まとめる」、研修を全体に「ひろ

げる」といったマネジメントの力が

求められているのです。 

校内研修をスタートする際には、

前年度のうちにそれまでに実施し

た研修の成果や、子どもや保護者等

に 実 施 し た ア ン ケ ー ト 、 ま た 、 

教 職 員 の 自 己 評 価 等 に 代 表 さ  

れ る 学 校 評 価 等 に 関 し て 十 分 な 

Ｒ（Research：調査・分析）を行い、

１ 

http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
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必要なデータを整理し、Ｖ（Vision：構想）

を構築していくための明確な根拠

を示すなど、校内研修として取り組

むべきことに客観性と信憑性を持

たせ、教職員の理解と納得が得られ

る「仕組」を整備することが重要と

なります（図１３参照）。 

新たな構成メンバーとなった新  

年度の初め、研究主任は、学校経営

方針を受け、前年度の研修の成果や

課題、実態把握のための研究授業

（または録画した授業）などを示し

ながら、研究の方向性を全員で確認

し、教職員全体が中長期的なビジョ

ンを共有するようにしなければな

りません。 

このように、1 年から複数年とい

った中長期的なＰＤＣＡサイクル

で校内研修を見通し、そのサイクル

を有機的に機能させるためにＲＶ

を充実させることが重要です。 

【図 】年度末のＲ（調査・分析）とＶ（構想）のための成果の可視化例

○ アンケート等の実施

○ ワークショップの実施

家庭学習の時間が増

えてきた。これから

は内容の検討だ。

新
年
度
ス
タ
ー
ト

・今年度の成果と課題

・新年度の内容や方向性

・新年度の研修運営方法や日程

・研究テーマ提案の準備

・実態把握のための授業準備等

・経営ビジョン

・信念、思い

・喫緊の課題

○ ワークショップの実施

・実態把握のための研究授業

・学年集団等による重点事項

・方向性やコンセプトの確認

○ 研究テーマや研究仮説の作成・共有

○ 年間を見通した研修計画の策定・提案

年

度

末

算数科における言

語活動について研

究してみたい。

研究の方向性を確認学校経営方針

理解と納得を得る根拠

研究主任

校長
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小学校の校内研修では、年数回の

研究授業を中心に進められる校内

研究と、直面する課題解決へ向けた

現職教育的な研修の実施という形

態がわりと多く見受けられます。こ

のように年間計画に位置付けて実

施する各研究授業や課題研修につ

いてもＰＤＣＡサイクルを意識し、

ＲＶを適宜実施し、スモールステッ

プで見直していくことが有効では

ないでしょうか。 

例えば、研究授業を行った教職員

から、「本時の授業が年間の校内研

修の中で、どのように位置付けられ

ているのか分かりづらく、授業を仕

組みにくかった。負担も大きい。」 

というような意見が出された場合、

その研究授業だけでなく、年数回実

施する研究授業を、それぞれどのよ

うな位置付けで実施しようとして

いるのかを再整理することが必要

です。 

 また、授業研究を行う上での協力

体制や学び合う雰囲気づくりは十

分であったかについても確かめる

ことが大切です。 

研究主任は、研究授業一つ一つの

年間における位置付けを明らかに

した構想図をまとめ、全教職員に対

し、改めてそれぞれの授業のねらい

や参観の視点とそれらのつながり

について示すことが重要です (図 

１４参照)。 

また、授業者の負担感を減らすた

めに、同学年等の協力体制の在り方

や、学び合い、高め合う教職員の具

体的な姿を示すなど、運営の仕方を

修正する必要もあります。 

さらに、教職員間で思いを共有

し、理解と納得のもとに思い切った

軌道修正が必要と考えられる時に

は、当初予定されていなかったワー

クショップ等を仕組むことも検討

します。 

 このように、短期的なＰＤＣＡサ

イクルでも、校内研修を常に見直

し、校長と研究主任、研究主任と研

究推進組織が連携して、ＲＶを充実

させることが重要です。 

 このような短期的なＲＶを繰り

返しながら、中長期的なＰＤＣＡサ

イクルが、目標達成に向けてうまく

機能しているかを常に点検、確認し

ながらマネジメントしていくこと

が大切なことです。  



- 25 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中
長
期
的
な
Ｒ
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を
も
と
に

研
修
ス
タ
ー
ト

１年間を見通した中長期的ＲＶをもとに校内研修を推進

研
究
授
業

一
回
目

成果
課題

短
期
的
Ｒ
Ｖ
①

短
期
的
Ｒ
Ｖ
②

中
長
期
的
な
Ｒ
Ｖ
は
妥
当
だ
っ
た
か

研
修
計
画
・
研
究
仮
説
等

研
究
授
業

二
回
目

研
究
授
業

三
回
目

成果
課題

成果
課題

仮説
確認

仮説
確認

仮説
確認中

長
期
的
な
Ｒ
Ｖ
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情報 
校内研修アンケートの結果、小学

校では、校内研修に関する必要な資

料等を得ることに比較的課題があ

ることが分かりました。 

学力向上への対応ばかりでなく、

ＩＣＴ教育や特別支援教育、いじめ

や不登校への対応など、学校に期待

される役割が増えたり強まったり

する中、有用な教育資源をいかに有

効に収集し活用するかは、研究主任

のみならず、すべての教職員の課題

でもあります。 

そこで、学校の内外にどのような

教育資源があり、それらの共有をど

のように進めていけばよいかを次

に示します。 

校内の教育資源としては、一人一

人の教職員という人的資源があり

ます。小学校は、基本的に全教科を

教えることが一般的ですが、教職員

一人一人の経験や実績等により、教

２ 

職員の教科・領域にかかる専門性や

得意分野は多種多様です。これらの

教職員の情報を共有し、自校の課題

解決やさらなる強みとするために、

自校の教職員を校内研修の内部講

師として活用することが考えられ

ます。このことにより校内研修に対

する教職員の協働意識が高まると

ともに、講師となった教職員が自ら

の実績や指導力を再確認し、校内研

修へのかかわりを一層強めるきっ

かけともなります。                   

現在の本県における教職員の年

齢構成を見ても、校内に経験豊富な

教職員が多くいることが考えられ

ます。若手育成という面からも、積

極的に教職員を内部講師として活

用できる体制を整える必要があり

ます。図１５では、内部講師を活用

した校内研修の企画運営の手順を

例示しています。 

http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
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次に外部の教育資源としては、第

一に様々な教育機関の教職員の活

用が考えられます。まず、近隣の小

中学校の教職員です。自校の教職員

①教職員一人一人の情報の収集

・管理職や教務主任との協議

・校内研修の年間計画の確認

・学校の課題や教職員のニーズなどの把握

②研修担当者（内部講師）との調整

・研修のねらい、内容、時期 など

(例)研究テーマとの関連、教科・領域、行事調整

・研修方法、準備物、協力体制 など

(例)ワークショップ型、実技研修形式、必要文具

③内部講師による校内研修の実施

・実施スタッフによる協力体制

・研究主任としてのかかわり

・管理職による指導助言

・積極的な参画、協力への謝辞

④研修成果の評価と改善

・研究協議や評価シート等による振り返り

・改善策の検討

の情報とともに、同じ地区内の小学

校や中学校の教職員の情報を共有

することができれば、外部講師とし

て活用したり、若手教職員を同じ地
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区内の他の学校に研修に出向かせ

たりと、多様な研修形態を考えるこ

とができます。 

さらに、特別支援学校や医療機

関、大学等といった専門機関の人材

情報もこの近隣校ネットワークで

共有することができれば研修の幅

も広がります。 

また、当教育センターや市町教育

委員会等の教育行政機関等の人材

も出前講座などを利用することで、

年間のサイクルの中で計画的に活

用することができます。当教育セン

ターの出前講座や研究援助では、研

究授業への助言を含め、研究テーマ

や研究内容などに関連した講義や

演習を提供しており、それぞれの学

校の課題に応じて専門的な知識や

情報を得ることができます（Ｐ . 

３０図１６、１７参照）。 

このように、校外の人材を活用す

ることで、新たな視点から自校の校

内研修を見直すことができるので

はないでしょうか。 

しかし、常に外部の専門家を頼り

にするのではなく、専門家から学ん

だことをもとに校内で研修を深め

ながら、担当者としてその分野の専

門的力量を高めていくことも必要

です。このことは、人材育成という

視点でも大切なことです。担当者と

して人に何かを伝えなければならな

いとき、人は主体的に学ぼうとしま

す。したがって、専門家を招いた後

の校内研修では、同じテーマで、担

当者が講師として研修をリードする

ような方法を取り入れてみてはいか

がでしょうか。 

このように、外部人材による刺激

は、教職員のＳＤ（ ：

自己啓発）意識を高めることにもつ

ながります。 
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外部の教育資源として、第二に書

物等からの情報収集があります。書

店等での購入ばかりでなく、県内の

図書館等においても Web ページで

の蔵書検索や予約等のサービスが

受けられる場合があります。 

当教育センターにおいてもカリ

キュラムセンターの蔵書や教育資

料を検索できるシステムがありま

すので、これらの資源も大いに活用

されることをお勧めします（Ｐ . 

３０図１８参照）。 

外部資源として三番目に研究指

定校等の研究成果があります。研究

指定校等の情報についても、学校に

研究公開の案内が届いていると思

いますが、当教育センターの Web ペ

ージで県内の研究指定校の情報を

見ることもできますので御参考に

されてください（Ｐ.３０図１９参

照）。 

また、全国の研究指定校情報も国

立教育政策研究所の Web ページで

公開されています。同研究所の Web

ページには、全国の教育センターへ

のリンクもあり、都道府県別の情報

を探すこともできますので御活用

ください。 

最後に、当教育センターでは、平

成２４年７月に「校内研修活性化

支援サイト」を開設し、県内各地

で、研究主任等を対象に開催した

サテライト講座の内容や関連法規

等を公開していますので、これら

の資源も生かしていただければと

思います（Ｐ.３１図２０参照）。 

なお、他の都道府県や教員研修セ

ンターがリーフレットや動画で発

信している研修手法や取組例など

について、リンク集を公開してい

ます。 

まずは、どのような情報が存在

するのかを把握することから始め

て、様々な教育資源を積極的に活

用してください。 



- 30 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 31 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 32 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＧＡとは、教育目標の実現を目

指した小集団による日常業務と結

びついた研修を意味します。例えば

学年会や教科会、学校の課題改善の

ための意図的なプロジェクトチー

ムや若手育成のためのチームなど、

その形態は目的や状況によって、多

種多様に考えられます（図２１参

照）。 

全教職員が一斉に集まって行う

研修形態は、共通事項の伝達や方向

性の共有、成果や課題の共通認識な

どに有効な形態と言えます。 

これに対してＳＧＡによる研修

形態は、フットワークの軽い小集

団のよさを生かせるので、「活性化」

「組織化」「効率化」の面で効果が

期待される形態と考えられます（図

２２参照）。 

ＳＧＡの特徴として第一に挙げ

３ 

SGA 

【図２１】ＳＧＡの種類と効果的な活用例 

学年別

研究組織別

学年別・組織別

縦割り別

学年構成や

年齢層の混成

若手育成

経験年数別や

若手とベテランの混在

名 称

組織

構成

主な活動

（例）

○前年度までの研究の流れ

と子どもの実態把握

○計画・実践の進捗管理

○ 授業研究後における

ワークショップ

チームワーク

効率化・日常化

系統的研究

コミュニケーション
知識や経験の伝達

○ 子どもの発達段階を系統

的に明らかにする研究

○ 教科等の指導計画づくり

○ 学習規律・学び方の研究

○参加体験型研修（構成的グ

ループエンカウンター等）

○ 若手の疑問や悩みの相談

○ 校務や授業の進め方

○ 子どもや保護者への対応

○ 知識や経験を若手へ伝え

るための研修プログラム

ＳＧＡ

の効果

http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
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とができるのではないでしょうか。

さらにこのような小グループ内で

やるべきことや進捗状況が共有さ

れれば、一人一人の改善意識も高ま

り、より一層の業務の「効率化」に

つながることと思います。 

以下に、同学年によるＳＧＡの取

組を２例紹介します。 

まず一つ目は、同学年会内の取組

例です。西留安雄氏の実践を参考に

「Ｄ-ＣＡＰ

サイクル」によるＳＧＡで、同学年

による研修の「活性化」「組織化」

「効率化」を図る取組です（Ｐ . 

３４図２３参照）。 

「Ｄ-ＣＡＰサイクル」のＳＧＡ

とは、図２３に示すように実効性を

重視した研修です。計画などの準備

をできるだけ簡素化し、「やりなが

られるのは、教職員間で活発なコ 

ミュニケーションが図られるとい

うことです。限られた研修時間の中

であっても、互いに考えていること

や、大切にしていることを十分に伝

え合うことができるので、信頼感が

生まれやすく、良好な人間関係が築

かれやすくなると考えられます。教

職員間でこれまでの豊富な経験や

知識の交流が始まり、各グループの

研修が充実するとともに、学校全体

としての校内研修も「活性化」して

いくのではないでしょうか。 

第二に挙げられるのは、グループ

内一人一人の役割分担がより具体

的になるので、個々の意欲が高ま

り、やりがいが生まれやすくなると

いうことです。全員が参加者から参

画者になることで、学校教育目標実

現に向けた各ＳＧＡの取組が有機

的につながり、校内研修を通した各

学校の「組織化」が加速するのでは

ないでしょうか。 

第三に挙げられるのは、時間を確

保しやすくなるということです。全

職員が揃って研修を行うのは、日数

的にも時間的にも多くはとれませ

ん。しかし、４～６人程の人数であ

れば、研修のために週に１、２回程

度は何とか都合を付けて集まるこ

】

意欲・やりがい

参加者から参画者へ

各ＳＧＡ間の
有機的かかわり

↓

組織化

柔軟な時間設定

目標・方法・進捗状

況等の共有

↓

効率化

計画的 組織的 継続的

校内研修（研究・修養）

コミュニケーション

経験・知識の交流

良好な人間関係

↓

活性化
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日
常
の
授
業
実
践
へ
の
反
映

目
標
や
ね
ら
い
、
子
ど
も
の
実
態

同

学

年

で
価

値

の
共

有

研修の日常化サイクルの創造

指
導
略
案
作
成

模

擬

授

業

学

年

協

議

課
題
の
明
確
化

指
導
略
案
修
正

同
学
年
内
で
の
公
開
授
業

学

年

協

議

課

題

の
整

理

各
自
指
導
略
案
作
成

Ａ教諭の実践

公
開
授
業
（
授
業
参
観
兼
ね
る
）

C・A・P

Ａ教諭の実践を生かした同学年全員での実践

DC・A・PDC・A・PD
全

体

協

議

保
護
者
感
想

成
果
と
課
題
の
整
理

学年会での共有・協働 課題の明確化 実践の公開公開授業を生かす

】

ら」方向性を修正していくものです。

同学年での協議は、ワークショップ

などを取り入れ、時間を限定して取

り組むことを心掛けます。 

研究授業を行う場合、同学年で最

初に行うことは、単元や本時の目標、

授業実践のねらいなどの価値を共有

することです。 

次に、同学年で役割分担を行い、

一人目の授業公開者（Ａ教諭）が、

Ａ４判１枚程度の指導略案を作成し

ます。この指導略案をもとにＡ教諭

は、模擬授業を行います。 

模擬授業終了後、同学年で研究協

議を行い、出された課題をもとに指

導略案を修正し、後日、Ａ教諭が同

学年内での公開授業を行います。Ａ

教諭の公開授業後に、再度同学年で

の研究協議を行い、課題を整理し、

Ａ教諭の実践を生かした指導略案

を、各自が完成させます。この指導

略案をもとに各自が公開授業を行

います。 

この公開授業には管理職の他、希

望者を募り広く公開することも考

えられます。また、校内研修で教職

員が取り組んでいる内容を保護者

に分かりやすく知らせた上で、授業

参観を兼ねて公開授業を実施し、客

観的な意見をもらうことも意義深

いことです。 

公開授業後の研究協議では、授業

過程の構造や展開の仕方などを検

証します。また、保護者の感想も踏

まえ、一連の取組が日常の授業実践

へと反映できるように、成果と課題

だけでなく、次への具体的な改善策

を整理することが重要です。 

このようなＤ -ＣＡＰサイクルの

ＳＧＡのポイントは、話合いをその
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都度短時間で行うことです。タイム

リーなＳＧＡにより成果と課題、改

善策がより共有しやすい研究授業、

研究協議を実現することができま

す。また、ＳＧＡのメンバーそれぞ

れが、公開授業を行えば、協働意識

がより一層高まり、組織力の向上に

つながっていくことと思います。 

二つ目は学年部会が呼びかけて

希望者は自由に参加することがで

きる取組です（図２４参照）。 

指導技術の向上を図りたいとい

う思いを持っていても、同学年の教

師だけでの話合いでは、効果的な指

導法を見いだすことができない場

合があります。このようなときに考

えられるのが、その分野の指導で定

評のある同僚に内部講師として協

力してもらい、希望者を募って行う

ＳＧＡです。校内研修で取り組んで

いる教科内容とは違っていたとし

ても、教育目標実現に向けて教師の指

導力を高めるという意味で、この自主

的・主体的な取組は校内研修における

ＳＧＡの一形態です。ホワイトボード

等を活用し、他学年の教職員にも研修

の機会を無理なく呼びかけるなど、柔

軟な時間と組織の運用を実現するこ

とができます。 

このようにＳＧＡは、尐ない人数を

生かすことで、チーム内で研修を計画

的、組織的、継続的に行うことができ、

教職員の自主性・自発性を高め、学び

合い、高め合う職員集団へと高まって

いくことが期待できます。 

本県でも、尐子化の影響で、小規模

校や複式学級を有する学校が増えて

きています。職員数が尐ないこのよう

な学校にあっても、このＳＧＡという

形態や考え方を盛り込むことによっ

て、日常的な校内研修の活性化に繋が

ると考えています。 

学年部会

わり算の筆算指導につい

てＡ先生にご指導いただ

きます。興味がある方は

お気軽にご参加ください。

第４学年チーム一同

学年部会主催の自主的ＳＧＡ

即

対

応

・

即

実

践

算数の指導が得意

な Ａ 先生 の 実践 を

聞いてみたい。

わり算の筆算の

効果的な指導法

が思いつかない。

筆算の過程を矢印やキーワードで

残しておくように指導しておくと、説

明もしやいし、理解も深まりますよ。 なるほど‥
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校内研修の目的は、これまでにも

述べてきたとおり、学校教育目標の

実現に向けて行うものであるとと

もに、研修を通してお互いに教職員

としての資質を磨き合い、高め合う

ことにあります。また、校内研修は、

教職員間で良好な人間関係を築く

大切な機会の一つでもあります。 

特に年度当初、新たに赴任してき

た教職員にとって、赴任校の状況を

把握したり、慣れたりするのに、あ

る程度の時間を要します。このよう

なとき、参画型の研修方法は、無理

なく取り組めて、職員同士の関係づ

くりに有効ではないかと思います

ので、校内研修の一環としてぜひ取

り組んでいただければと思います。 

ここでは、その中の一つ構成的グ

ループ・エンカウンターの手法を紹

介します。エンカウンターとは、「出

会い」を意味する言葉です。構成的

グループ・エンカウンター（以下「エ

ンカウンター」と記す）は、学校で、

子どもたち同士の出会いを円滑に

進めるためのカウンセリングの技

法として、すでに多くの実践があり

４ 

参画 

活動の目的や方法を、

簡潔に伝える。

【ルールの設定例】

 守秘義務を遂行する。
 批判的・評価的発言を

しない。

 沈黙の自由を守るため

に発言を強要しない。

 エクササイズを強要し

ない。

緊張を緩和し、その後

のエクササイズの意欲
を喚起する。

心理的成長を意図し

て作られたグループ体
験の課題を、時間に応

じ複数行う。

③ウォーミングアップ

エクササイズを通して

得た感情や思いを、自
分の中で、そして他のメ

ンバーと分かち合うこと

を通して、意識化する。

初めの気持ちとエクサ

サイズをした今の気持

ちを比べて思ったことを

話すようにする。

①

導
入

②インストラクション ④エクササイズ ⑤シェアリング

⑥

ま
と
め

（例）タコとタイ （例）他己紹介

http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
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ます。 

エンカウンターでは、他者理解の

みならず、自分についても新たな発

見があり、相手に対して自己開示す

るきっかけともなります。様々なエ

クササイズの後に、感情の交流を行

うシェアリング（分かち合い）があ

るのも特徴です。このシェアリング

が、参加者の思考や感情、そして行

動の変容や人間的な成長を促すと

されています。 

図２５は、エンカウンターの基本

的な実施手順に従い４月当初の校

内研修で実施することを想定し、一

つのモデルプランとして示したも

のです。図２６では、同モデルプラ

ンのエクササイズの一つの例とし

て、「アドジャントーキング」とい

う活動の進め方を紹介しています。 

エンカウンターを行うことで、学

校が抱える様々な課題が解決する

わけではありませんが、人間関係が

希薄になりつつあるとの指摘がな

されるなか、学び合い、高め合う教

職員集団という意識を高めるきっ

かけとして、このような参画型研修

は非常に効果的であると考えてい

ます。 

合せた数 質問項目

0 今一番したいこと

1 わたしのストレス解消法

2 好きな色

3 わたしの趣味

4 行ってみたい国（場所）

5 好きな音楽

6 休みの日の過ごし方

7 最近観てよかった映画（DVD）

8 好きな食べ物と飲み物

9 わたしが大切にしていること

①新旧メンバーで４～６人組を作る。

②「ア・ド・ジャン」の合図でじゃんけん

をする。（グー０、１本指１‥５本指５

の６種類）

③出した指の数を合計する。０～９まで。

１０以上は下１ケタを取る。

④アドジャンシートを見て、合計の数の質
問項目について一人ずつ話す。

前回と同じ数になった場合は、もう一度

じゃんけんをする。

＜準備物＞アドジャンシート
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年間を通じた校内研修の取組に

おいても、教職員一人一人が参画で

きる場を計画的に位置付ける必要

があります。その一つとして参画型

研修を積極的に導入していただき

たいと考えています。参画型研修は

一参加者から参画者に変容するき

っかけになるものと考えています。

ここでは、参画型研修の中から代表

的な「ワークショップ型研修」につ

いて、事例を交えて紹介します。 

これまでの校内研修は、図２７に

示すような課題があると言われる

ことがあります。ワークショップ型

研修を導入することで、受容的・協

調的な雰囲気が醸し出され、全員の

当事者意識が高まり、主体的に参加

しようとする態度が育まれやすく

なります。また、協働作業をするこ

とで相互作用や相乗効果が生まれ、

一人では思いもつかなかったこと

を発見したり、問題を解決したりし

ていくこともできます。 

図２８に示すとおり、ワークショ

ップ型研修は、ともに体験すること

によって互いの力量を高め合い、学

び合っていく研修です。 

ワークショップ型研修に参加し

た教職員からは、「自分の考えを聞

いてもらえてよかった。」「皆で一つ

の解決策を見つけ出す楽しさを味

わえた。」などの感想を聞くことが

できます。教職員それぞれの経験や

専門性には違いがありますが、ワー

クショップ型研修では、力量の違い

を互いに受け入れ、自分がかかわる

ことのできる部分で考えたり、発言

したりすることができます。話合い

で導いた解決策の全てに合意でき

なくても、全員で共通理解すべきこ

と（組織として合意できる内容）を

全員で共有することができれば、研

参 加

（当事者意識）

体 験

（共通の実体験）

協 働
（相互作用・

相乗効果）

創 造

（問題解決・成果）

学 習

（力量の高まり）

知識 技能 経験 専門性

受容的・協調的

○一部の教師の発言にとどまる。

○若い教師がなかなか意見を述べにくい。

○異なる教科の授業について口を挟みにくい。

○偏った視点からの協議に流れる。

○成果と課題が明確にならない。

○時間通りに終わらない。
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修の目的は達成されたと言えるで

しょう。では、具体的にワークショ

ップ型研修をどのように実施すれ

ばよいのでしょうか。 

ここでは「拡大指導案」を利用し

たワークショップ型研修を例に、研

究授業後の研究協議の進め方を紹

介します（図２９参照）。 

初めに、付箋紙に気付きや質問な

どを書きます。付箋紙に気付きや質

問を書くのは授業参観中でも研究

協議の冒頭でも可能です。付箋紙の

色は、良かった点を青、改善点はピ

ンク、疑問点は黄色というように信

号の色を意識して色分けすると覚

えやすいと思います。 

次に、指導案を拡大機等で複写し

たシートに、４～６人ぐらいのグル

ープごとにそれらの付箋紙を貼る

作業を行います。 

メンバーは、自分の考えを説明し

ながら、付箋紙を貼っていきます。

この時、他のメンバーは、似たよう

な気付きや意見だと思ったら、その

時に、続けて付箋紙を貼っていきま

す。 

全ての付箋紙を貼り終えたら、次

は付箋紙を同様な項目ごとに分類

していきます。 

 

①気付きや質問事項を付箋紙に書き込む

②考えを述べ合いながら付箋紙を貼っていく

③ＫＪ法で付箋紙を分類・構造化し、代表が発表

【付箋の色のめやすと記入例】

良かった点 疑問点 改善点

横書き 板書によって

子どもの発言を

整理している。１枚

１項目

黒の

ﾏｼﾞｯｸで

端的な

文章で
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例えば、「教師の発問の仕方」に関

する付箋紙が複数ある場合、それらを

集め、水性マジック等で枠囲みをし

て、小見出しを付けます。さらに、こ

の「教師の発問の仕方」の枠組が他の

枠組と関連している場合、枠囲みと枠

囲みを線や矢印で結び、関係性を強調

し、構造化します。 

その後、グループごとに代表が、話

し合ったことの要点を全体に発表し

ます。作成した成果物は、全員が見え

るように提示したり、印刷配付したり

することで、個々の考えや各グループ

が見付けた解決策を、教職員全員で共

有することができます。成果と課題、

改善策をまとめる際の貴重な資料に

もなります。 

ここで取り上げた「拡大指導案」の

ほか、概念化シートやマトリックス法

など、ワークショップ型研修の技法は

多数あります（図３０参照）。それぞ

れの研修の目的や学校の実態に応じ

て、研修方法を工夫していくことが大

切です。当教育センターの校内研修活

性化支援サイトの中でも、教員研修セ

ンターの『教員研修の手引き  効果的

収束技法

態度技法

発散技法で出した

アイデアを収束技

法で整理していく

実践とその結果を

整理して課題の発

見と克服に努める

実際に足を運び、

新たな発見をする

ブレインストーミング法

（ＢＳ）

カードＢＳ法

ブレインライティング法

（ＢＷ）

ウェビング法

イメージマップ法

ＫＪ法

短冊方式

概念化シート

マトリックス法

拡大指導案

カリキュラムマネジメント

モデル拡大シート

模擬授業

事例研究

体験を通じて発想を広げ、

多くのアイデアを最大限に

生かして合意形成を図る

発散技法

ロールプレイング
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な運営のための知識・技術』など参考

資料を多数紹介していますので御活

用ください。 

協働意識を高めるためには全体の

取組に加え、組織を構成する一人一人

への働きかけも重要です。一人一人の

やる気を引き出し、目標達成に向けた

行動ができるようにサポートする技

法として、「コーチング」があります。

トップダウンという言葉に表される

「指示・命令型」は、「答えを与える

人」と「行動する人」がそれぞれ別に

なり、行動した成果は、自己の糧にな

らない場合があります。コーチング

は、「答えを出す人」と「行動する人」

が同一であり、より自立した教職員の

育成に効果を発揮するとされていま

す。研究主任や各ＳＧＡのリーダーは

コーチングのスキル（傾聴、承認、質

問）を使って、一人一人が主体的に校

内研修に取り組めるように促してい

くことにもぜひ取り組んでいただき

たいと思います（図３１参照）。 

校内研修活性化支援サイト「他県等

の参考事例」では、教員研修センター

が提供する『学校におけるコーチング

研修教材動画』を紹介しています。研

究主任が、「中堅教員に研究授業を依

頼する場面」や「若手教員の授業参観

コーチング・スキル

コーチングの基本姿勢

答えはその人が持っている

引き

出す

気付く

ように

する

傾聴のスキル

承認のスキル

質問のスキル

やる気

を喚起

行 動

を喚起

後に助言する場面」などが分かりやす

く編集されており、参考になると思い

ます。 

研究主任は、これまで述べてきたよ

うに、学び合い、高め合う教職員集団

を目指し、計画的、組織的、継続的に

校内研修を実施する必要があります。

しかし、研究主任もまた一人の教職員

ですので、管理職はもちろんのこと、

多くの教職員が親身になって協力し

たり、支えたりする職場環境であるこ

とが大変重要なことであることは申

すまでもありません。 
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成果 
校内研修の目的は、子どものより

よい成長を目指し、教職員の専門性

や人間性を高め、より質の高い教育

活動を実施し、組織として学校改善

を図ることです。 

しかし、校内研修で得られた成果

について、校内すべての教職員が明

確に表明できる学校ばかりではあ

りません。その原因として考えられ

ることは、研究テーマが抽象的であ

ること、具体的な達成基準（成果指

標）を明示していないこと、日常の

指導で具体的に展開していくアク  

ションプラン（改善策）になり得て

いないことなどです。 

例えば「分かりやすい授業」を研

修テーマとして設定し、１年間にす

べての教員が研究授業を実施する

ものとします。その際、各研究授業

の提案者がそれぞれの視点で「分か

りやすい授業」について実践して

も、単にいろいろと試行錯誤しなが

らやってみたというレベルでしか

ありません。そこで、研修を始める

に当たり、参画型研修を効果的に仕

組み、「分かりやすい授業」には、

どのような要素があるか、全職員の

意見を集約する必要があります。す

ると、教職員一人一人のこれまでの

経験や価値観、専門的な知識・技能

の習得状況等の違いから、分かりや

すい授業に様々な視点があること

に気付きます。研究主任等のミドル

リーダーは、ファシリテーターとし

て、これらの意見を引き出し、合意

形成を図りながら自校の分かりや

すい授業のモデルを作ります（表３

参照）。その際、あれもこれもと欲

張るのではなく、子どもの実態等を

考慮し、重点的に取り組む事項を精

選します。さらに、それぞれの項目

がどの程度できたら、または子ども

５ 

http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
http://www.google.co.jp/imgres?q=%E5%86%99%E7%9C%9F%E3%80%80%E8%99%B9%E3%80%80%E7%B4%A0%E6%9D%90%E3%80%80%E3%83%95%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%80%80%E7%84%A1%E6%96%99&start=95&hl=ja&sa=X&rlz=1T4GGIH_jaJP280JP280&biw=1280&bih=575&tbm=isch&prmd=imvns&tbnid=PiC_XBkd-G9hDM:&imgrefurl=http://www.kabegamilink.com/bin/0609/02598.html&docid=55UrBeFLQhFuyM&imgurl=http://www.wallpaperlink.com/images/wallpaper/2006/0609/02598.jpg&w=1600&h=1200&ei=qaIvUKSWOq2OmQXx4IC4Cg&zoom=1&iact=hc&vpx=790&vpy=91&dur=2469&hovh=194&hovw=259&tx=139&ty=117&sig=102490329339059211377&page=5&tbnh=118&tbnw=170&ndsp=24&ved=1t:429,r:10,s:95,i:37
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ように具体的な成果指標を設定し、

実践を重ねることで研究授業が特

別なものではなく、日常の分かりや

すい授業へと繋がっていくと考え

られます。これらは、教職員が自己

評価を実施する際にも、客観性・信

憑性を高める大きな契機となりま

す。

にどのような姿が見られたら成果

と見なすのかといった具体的な成

果指標を設定することが重要です。

視点が明確であれば、授業前の指導

案検討や模擬授業、授業後の研究協

議の場面で実施する様々な参画型

研修においても、より具体的な検証

が図られ、課題や成果が可視化され

た成果物として蓄積されます。この

（組織メンバーの関わり） （ファシリテーターの関わり）

Step1 教職員の互いの経験を出し合い分かち合う 拡散的思考→暗黙知の掘り起こし

分
か
ち
合
う

学校や子どもの状況説明ではなく、日々の実践
で教職員自身が何をどのように捉え、感じ、願っ
ているかを生の言葉で語り合う。

（拡散）
「分かりやすい授業の要素は何か」
「日々の授業で気を付けていることは何か」
「本校の子どもたちの学習面はどうか」

Step2 日々の取組の根底を流れる思いを見取る 収束的思考→暗黙知を形式知に

見
取
る

教職員の「願い」や「思い」をシンプルでリアリティ
のある言葉で表現してみる。

（例）子どもたちに「分かった！」を言わせたい。

「思わず熱く語ってしまうところ」
（収束）
→願い「○○な子になってほしい」
→思い「子どもたちのために○○したい」

Step3 共有化された「願い」「思い」からコンセプト決定 拡散的思考→収束的思考

定
め
る

「わくわくする授業」
「本気のかかわり」
「学ぶ楽しみ」など

『分かる』『できる』『楽しい』の実感がある授業

（拡散）
「今、一番大切にしたいものは何か？」
（収束）
→尊重度や優先度などで重み付け
→現状等に照らして意味付け・価値付け
（コンセプト決定）

Step4 コンセプトから共有ビジョンを形成 未来像のイメージ化

形
成
す
る

教　師　→　分かりやすい話し方・板書
　　　　　　　 指導過程の工夫

子ども　→　言語能力（聞く・話す・書く）

（収束）
「コンセプトが体現された姿とは？」
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平成１９年６月に改正された学

校教育法、同年１０月に改正された

学校教育法施行規則によって、すべ

ての学校に教育活動その他の学校

運営の状況について自己評価を行

うことが義務付けられました。 

しかし、当教育センターが平成  

２３年８月に県内公立小中学校に

実施した学校評価のアンケート（以

下「学校評価アンケート」と記す）

によると、自己評価に課題を感じて

いる学校は、７２．２％あり、感じ

ている課題の内訳で最も回答が多

かったのは「教職員の意識に個人差

がある。（３２．０％）」、次いで「改

善策を具体的で分かりやすいアク

ションプランとして示せていない。

（１６．３％）」となっています（表

４参照）。また、自己評価を充実さ

せるために組織的に取り組んでい

ることについての設問では「全職員

がねらいや方向性を共有できる会

議（場）の設定（６９．３％）」が

最も多い回答となりました。 

これらの結果から、学校改善を目

的とする校内研修において、一人一

人の教職員の校内研修に対する意

識の個人差をなくすような取組と、

具体的で分かりやすい成果指標が

大切であることが分かります。 
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ほとんどの学校で学校関係者評価

が実施されていると言えます。ま

た、学校関係者評価が有効に機能し

ている要因としては「ねらいや方向

性の共有化（３７．２％）」「保護者

や地域住民代表の委員との信頼関

係（３１．０％）」「学校の改善策に

ついて検討するための、情報提供の

機会や場の確保（２９．４％）」な

どがあげられています（表５参照）。

このことは、評価委員のみならず、

すべての保護者にも当てはまりま

す。つまり、信頼関係を前提としな

がら、学校がどのようなことを目指

そうとしているのかを共有するこ

とが大切だということです。  

一方、子どもを取り巻く様々な教

育課題に柔軟に対応していくため

には、教職員だけでなく、保護者や

地域住民、その他関係機関等との間

に有機的な関係を構築し、連携して

取り組むことが大切です。先に述べ

た学校評価においても、保護者や地

域住民など当該学校の関係者によ

る評価、いわゆる学校関係者評価も

実施に努めることとされています。 

先の学校評価アンケートでは、県

内の公立小中学校における学校関

係者評価の実施率は９３．７％とな

っており、実施していないと回答し

た学校においても、同様の役割を担

う会合を設置している場合が多く、

回答数 割合

132 32.0%

67 16.3%

50 12.1%

51 12.4%

37 9.0%

39 9.5%

14 3.4%

13 3.2%

2 0.5%

7 1.7%

412 100.0%

学校改善のために役立ったという実感をもちにくい。

毎回同じことの繰り返しで、有用感を見いだせない。

教職員の意識の向上が見られない（主体的でない）。

具体的な進め方がよくわからない。

その他

合　計

所属職員の意識に個人差がある。

課　題

改善策を具体的で分かりやすいアクションプランとして示せていない。

保護者や地域の方をうまく巻き込むことができない。

日々多忙を極め、評価を実施するだけで精一杯。

評価することに終始し、具体的な学校改善にまでは至っていない。

回答数 回答割合

172 37.2%

143 31.0%

136 29.4%

9 1.9%

2 0.4%

462 100.0%合　計

要　因

ねらいや方向性の共有化。（学校長の経営方針等の浸透）

保護者や地域住民代表の委員との信頼関係。

学校の改善策について検討するための、情報提供の機会や場の確保。

一連のＰＤＣＡサイクルの定着。

その他
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では、具体的にどのように学校関

係者の評価と校内研修を連動させ

ればよいのでしょうか。先に研究テ

ーマの例として取り上げた「分かり

やすい授業」を例に考えてみましょ

う。 

校内研修の成果を直接保護者に

見ていただく機会として授業参観

や学校行事があります。しかし、「今

日の授業は分かりやすかったです

か。」などという感想を聞いたり、

アンケートを取ったりするだけで

は、保護者等の意見を有効に活用す

ることはできません。例えば、アン

ケート以前にＰＴＡ総会や学級懇

談会、各種通信や Web ページ等を活

用し、日常的に校内研修で教職員が

取り組んでいることを分かりやす

く発信することが考えられます。そ

の上で、保護者の視点で評価してい

ただきたい項目を重点化し、その視

点を重視した研究授業を授業参観

と兼ねて実施することなどを検討

してみてはいかがでしょうか。ま

た、自己評価を充実するために保護

者や子どもへのアンケート項目も

校内研修の視点で精選することが

重要です。アンケートの方法も通常

のスタイルだけでなく、例えば図３

２にあるようなニーズ調査型で実
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かりやすい言葉で見えやすい評価

項目を作成することが大切です。 

なお、本システムに関する詳細は

当教育センターの Web ページ、調査

研究「実効性のある学校評価の推進

に関する調査研究」を参照してくだ

さい。 

このように、成果を可視化し、課

題を共有するための一連の取組が、

ＰＤＣＡサイクルにおけるＣ（評

価）の部分を評価のための評価に終

わらせず、教職員や子どもたちの具

体的な変容の姿を常にイメージし

ながら、目標に向かって着実に前進

するためのプロセスです。教職員と

保護者、地域住民の間で、目指す目

標や目的が共有され、プロセスや手

立てが共感的に受け入れられてい

る学校では、保護者や地域住民は、

教育活動を推進する上で力強い応

援団となり、信頼関係も深まりま

す。 

職員間の同僚性を構築し、保護者

や地域住民との連携・協働を推進す

るためにも、校内研修と学校評価と

の効果的連動を積極的に進めてく

ださい。

施し、学校評価支援システム（慶応

大学が研究・開発した、アンケート

作成・集計・分析を行うフリーソフ

トウエア）等を利用し、ドキュメン

トスキャナを活用して分析するこ

とで、図３３のような分布図が自動

計算されるなど、意見を可視化する

ことができます。このような取組に

よって、自校の強みや教職員と保護

者との間の意識のずれを把握でき、

評価の信憑性も高まります。また、

次のＰＤＣＡサイクルに向けての

重点事項を判断するデータともな

ります。 

ただし、このアンケートの実施方

法や処理方法はあくまで一つの例

であり、大切なことは、校内研修と

関連付けた学校評価の評価項目の

内容です。保護者や地域の方々に分
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